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1) フリードリッヒ･リス ト (小林昇訳)『農地制度論』
岩波文庫,1974年｡








































































































































































































13) 八林秀一 ｢1870年代 ドイツにおける徒弟制度の再編
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29) K.ComisslOn ftirdie geWerblichen Fortbildung-
sschulen (Hg).DzeEntstehung undEntwicklungder


























































































58 調査と研究 第16号 (1998.10)
第2-1表 産業支援基金支出一覧 (1)
市.那 シユトウツトガル (Residen∑)fl.kr. シユトウツトガルfl.kr. ア-レン郡 ペソプリンゲン郡 カルヴ郡 カンシユタツト郡産業 fl.kr. fl.kr. fl.k
r. fl,kr.(∋職業教育制度 6,706.17 50 60
②毛 織 物
869.46(釘亜 麻 織 物
④綿 織 物 31.30 825.
58(9織 物
⑥平織り綿布捺染
307.25⑦自 生 地 製 造
(参白 生 地 刺 繍 60.07 284 25
584⑨服飾雑貨品製造 35
⑲ボビンレース編 60
⑪靴 下 編 245.24 149.36
⑫平編 Strickerei 3
00⑬石 鹸 製 造
⑲寵 編
細 工 52⑮ブ ラ シ 製 造 87.06
⑲木 材 加 工 910.48
⑰木 靴
製 造 41⑲皮 な め し 25眼 鏡 縁 製
600⑳時 計 製 造㊧金 属 加 工 2,766.48⑫靴下編機製 000機 械 146.42そ の 他





エスリンゲン郡 グミユント郡 ゲツピンゲン郡 ハイデンハイム郡 キルヒハイム郡 ルー ドヴィヒスブルク郡f1.kr. ノイエンビユルク郡f1.kr. シヨルンドル7郡f1.kr. fl. kr. f1.kr. fl.kr. fl.


























60 調査と研究 第16号 (1998.10)
(3)
ヴアイプリンゲン郡fl.kr. ヴエルツハイム郡 ロイトリンゲン郡 フロイデンシユタツト郡fl.kr. ヘレンベルク郡 ホルプ郡 ナゴルト郡 ニユルテインゲン郡f1.kr.f1.kr. fl.kr. fl.kr. fl





















420 536.19 1,406 392.30 73.




オーベルン寸レ ロッテンプルク郡 ロバヴアイル郡 シユパイヒンゲン郡fl.kr. ズルツ郡 テユー ビンゲン郡 ウ-ラハ郡 合 計トノフ郡fl.kr. Ll.kr. fl.kr. f1.kr. fl.kr.
f1.kr. f1.kr.① 7,714.17
② 1,18
9.10 5,132.54@ 1 4581




















31150 300 32 150 28.48 284 1,189.10 48,674.27
1 レース編業ヴユルテンベルクにレース編が
導入されたのは1817年のことであった｡へ




















れた株式会社 ｢レース ･マヌフアクトウア ･
シュパイヒンゲン｣SpitzenmanufakturSpai-
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































業織布工 織 機 織布
工 織 機1816 19,39
7 - - -1829 27,80
4 - 2,416日 -1840 22,4
00 22,346 - 5,3001852 26,0
0 25,516 14,453 12,2641861 19,507 19379 500 4937
1875 13,826 14,128 7,












































































織 機シユトウツトガルト 115 ll.95%
5,441ロイトリンゲン 129 13.
46% 6,616ウ ル ム 158
16.48% 3.980ハイルブロン 100 03 4,373































































Bt)blingen(379台, 132日,24.5%), カ ン
シュ タッ ト郡 Cannstat(106台, 136日,
7.5%),ハイデンハイム郡 (222台,160日,
















































































































































































































76 調査と研究 第16号 (1998.10)
あった｡
しかし,工商業本部が最初から,当時ヴユル
テンベルクでも伸長が著しい機械制紡織一貫工
場のような大経営ではなく,農村工業の振興を
志向していた,というわけではなかったことは
再度強調されねばならない｡工商業本部は自ら
模範的な外国技術を選別し,規模拡大が見込ま
れる市場分野に生産者を誘導し,そのために特
定産業-の補助金の給付や危険負担の奨励を
行ったわけではない｡産業振興政策が打ち出さ
れる際には,ロペック,ハルトマン,ベンガ-
らの活動が示すように,しばしば商工業者との
連携が重要な役割を果たし,模範的技術の導入
にあたっても生産者との緊密な交流や彼らの技
術知識が不可欠であった｡また,工商業本部の
組織構造もそうした商工業者との関係に相応し
いものであった｡こうした一連の政策は,全て
ヴユルテンベルクの既存の産業が抱える問題の
解決に供することを出発点としていたのであり,
工商業本部の農村工業振興は ｢農 ･工業の纏れ
合い｣の上に展開されたものであったのである｡
